
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

2,130 単位時間 1,320 単位時間 240 単位時間 570 単位時間 単位時間 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

40 人 10 人 人 60 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 5

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 2

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

1

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

うち必修授業時数 1,710

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 420

建設業

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
URL: https://www.nrj.ac.jp

100
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 2,130

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 420

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

6

（令和6年度卒業生）

1
■地元就職者数 (F) 1
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 1
■就職希望者数 (D)　　　　　： 1
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 一級・二級建築士・二級建築施工管理技士を目指し、その資格・技術を活かせる職業に就くことができる技術者の育成を目的としている

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

建築デザイン科では、社会生活に役立つ実学を柱とし、人間性豊かな技術者の育成を行い、幅広い教養と建築の専門知識・技術を修得する。
主な取得可能な資格：２級建築士、２級建築施工管理技士、CAD 利用技術者、商業施設士補

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

工業専門課程 建築デザイン科 平成13(2001)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和6年9月1日

533-0015

06-6329-6553
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人瓶井学園 昭和58年9月26日 瓶井　剛 大阪市東淀川区大桐２丁目６－６
533-0011

06-6329-6553

日本理工情報専門学校 昭和52年4月1日 瓶井　通 大阪市東淀川区大隅　１－１－２５

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業



種別

－

①

①

①

③

③

③

③

③

③

③

③

③

③

①

（年間の開催数及び開催時期）

田中　克之 公益社団法人　大阪府建築士会
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　４月　１０月　開催

（開催日時（実績））
２０２４年度　第１回　令和６年４月６日　１４：００～１４：５０
２０２３年度　第２回　令和５年１０月７日　１５：００～１５：５０
２０２３年度　第１回　令和５年４月８日　１４：００～１４：５０

小西　敏仁 ネッツトヨタニューリー北大阪株式会社
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

宮崎　吉雄 トナミ電工㈱
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

宮崎　一郎 トナミ電工㈱
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

イシウエヨシヒロ建築設計事務所等の企業においてヒヤリングを行い教育課程編成委員会に諮り、企業のニーズに応える
事ができる人材の育成に必要な内容を授業に反映させている。また、企業による実務に必要な知識習得のための演習や
現場における体験実習を重視し授業科目に組み入れ易くするため授業時間割を１カ月ごとに組み替えるようにしている。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

専攻分野に関する企業、団体との連携体制のもと、授業科目の開設その他の編成を行うものと位置付けている。教育課程
編成委員会の意見は学科会議で審議した後、学校長の承認を得てカリキュラム等へ反映させる。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

糸尾　武則 自動車整備振興会高槻・三島地区会
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

令和6年5月1日現在

宮崎　雄次 大阪府電気工事工業組合
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

名　前 所　　　属 任期

瓶井　通 日本理工情報専門学校　学校長

増南　正 （有）スタジオ・マックス
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

石上　芳弘 イシウエヨシヒロ建築設計事務所
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

井端　賢次 テクノメック合資会社
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

篠原　史規 (有)　車楽工房
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

西口　良一 東洋ビルメンテナンス株式会社
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

壷井　啓太 株式会社ジェイファスト
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

十亀　二朗 一般社団法人情報通信エンジニアリング協会
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

各省庁の指定学科なので科目の変更は難しいが、授業内容の重複はないのかとの指摘があり各教科担当者において綿密
な打ち合わせを実施している。教育課程編成委員会において建築設計の分野に力を入れているが、プレゼンテーションの
技法にこそプロの仕様が必要であるとの指摘がありプレゼンテーションを各科目で演習することを検討することとなった。

堤　隆裕 株式会社ホンダ北大阪
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教職員研修規定第３条の規定の基づき教務課長が年間スケジュールのなかで計画し教職員に研修の受講を指示してい
る。(一社）大阪府専修学校各種学校連合会の主催する教職員のための指導力向上講座や外部団体・企業・大学等が主催
する講習、講演等を受講している。
参加費用は全額学校が負担している。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

授業科目担当教員と実習担当責任者が実習内容を実施前に打ち合わせを行い決定する。実習期間中は、科目担当教員
が学生の学修状況について直接確認する。また、実習終了時には、実習担当者による学生の学修成果の評価を踏まえ、
科目担当教員が成績評価・単位認定を行う。

建築設計製図Ⅰ オフィス・エヌ・キューブ

家具計画

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

家具の種類やデザインの歴史な
ど、基本的な知識の習得に加え、
実際に設計、オーダー、制作する
場合に配慮すべき点などを様々な
資料、サンプルなどに触れたり、工
場見学会・実習等を通じて学んで
いく。

インテリアを構成するさまざまなエ
レメントの、実際のスケールや材
料の性質、コストなどを実習を通し
て習得することにより、インテリア
デザインの能力を高めることを目
的とする。

設計図は、建築実務におけるコ
ミュニケーションの最も重要なツー
ルである。読み方、描き方が十分
に出来ないと実務に支障をきた
す。実務体験をもとにポイントを踏
まえた実習で、建築を初めて学ぶ
者にその意義を理解させ、「伝わる
図面」が描けるためのトレーニング
を行う。

最優秀賞を実際に建設する学生
向け設計競技である「大阪府公共
建築設計コンクール」の応募作品
を製作する。小規模公共建築の設
計を手掛ける建築士の指導の下、
さまざまな材料、構造やコスト、工
期などを考慮して、実際に建設可
能な作品づくりのための実習を行
う。

構造力学は，設計・施工実務にお
いて必須分野であり、業務の効率
化のためにパソコンを活用するこ
とが必須である。パソコンを用いた
構造計算の実習および建築士事
務所での実務実習を行うことが目
的である。梁に対する荷重計算・
ラーメン構造計算・トラス構造計算
のパソコン実習等を行う。

米田建築アトリエ

建築設計製図Ⅱ
ｅｕ建築設計
岩本賀伴建築設計事務所

インテリアデザインⅡ 設計事務所ＧＡ-ＰＬＡＮ

たてもの再生工房

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実務に必要な知識習得のための演習や現場における体験実習をできる限り組み入れ、学生が就業するであろう業界の実
務の仕組みや技術レベルを知り、より適性のある職業を学生が選択でき実社会で活躍できることを望んでいる。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

構造力学

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

生徒が自身の障がい特性と向き合い明るい将来を見い出す指導について考える

（３）教育活動

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の策定
・学科目標に対応した教育到達レベル・学習時間確保の明確化
・学科等カリキュラムの編成状況
・実践的職業教育の視点に立ったカリキュラム開発・工夫
・関連分野の企業・団体等との連携によるカリキュラム作成・見直し
・実践的職業教育の体系的な位置づけ
・授業評価の実施・評価体制
・職業教育に対する外部関係者からの評価体制
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定基準の明確化
・資格取得等の指導体制、カリキュラムの体系的な位置づけ
・人物育成目標達成に向けた教員の確保
・業界との連携に優れた教員確保等のマネジメント
・先端的知識・技能修得のための研修、指導力向上への取組
・職員の能力開発のための研修の実施

（４）学修成果

・就職率向上への取組
・資格取得率向上への取組
・退学率低減への取組
・卒業生・在校生の社会的活躍・評価の把握
・卒業後のキャリア形成の把握と教育活動改善への活用

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
教育活動の成果を検証し、それを公表することにより、学生がより良い学校生活を送り満足な学修ができるような学校運営
の改善を目指し、教育水準の向上を図ることが重要である。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

これで解決！伝統構法木造住宅の耐震改修

木造住宅の耐震リフォーム達人塾 連携企業等： NPO法人達人塾ねっと

2023年6月14日 対象： 指導教員1名

②指導力の修得・向上のための研修等

(一社）大阪府専修学校各種学校連合会

2024年10月9日 対象： 指導教員1名

専門学校教職員向けセミナー　－今こそ考える留学生教育－ 連携企業等： (一社）大阪府専修学校各種学校連合会

2024年1月25日 対象： 指導教員1名

外国人留学生の就職に関連する取り組み事例等を考察し、ミスマッチを起こさない就職支援について理解を深める

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

②指導力の修得・向上のための研修等

インテリアデザインの計画や環境、構造、現代社会における問題解決等を知り、インテリアデザインへの理解を深める。

インテリアデザインの仕事の現状とこれから 連携企業等：

人権教育研修会－発達障がい等のある生徒が 安心して学ぶために－

（１）教育理念・目標

・理念・目的・育成人物像の設定、専門分野の特性の明確化
・職業教育の特色の明確化
・社会経済のニーズ等を踏まえた将来構想の設定
・理念・目標・特色等の学生・保護者への周知
・業界ニーズに向けた教育目標・育成人物像の設定

（２）学校運営

・目的に沿った運営方針の策定
・運営方針に沿った事業計画の策定
・運営組織・意思決定機能の明確化・機能状況
・人事・給与規定の整備
・教務・財務等の組織整備等意思決定システムの整備
・業界や・地域社会等に対するコンプライアンス体制の整備
・教育活動等に関する情報公開
・情報システム化等による業務効率化

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

公益財団法⼈ 建築技術教育普及センター

2024年11月6日 対象： 指導教員1名

連携企業等：



種別
PTA
企業等委員

卒業生
企業等委員

企業等委員

元高等学校
校長

企業等委員

卒業生
企業等委員

企業等委員

業界団体

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.nrj.ac.jp
公表時期： 令和６年４月上旬

イシウエヨシヒロ建築設計事務所
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

蔵敷　重壽
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

篠原　史規 (有)　車楽工房
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

西口　良一 東洋ビルメンテナンス株式会社
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

石上　芳弘

壷井　啓太 株式会社ジェイファスト
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

（６）教育環境
・施設・設備の整備状況
・学内外の実習施設・インターンシップ等の教育体制の整備
・防災に対する整備

（７）学生の受入れ募集
・学生募集活動の適正な実施
・学生募集活動での教育成果の報知
・学納金の妥当性

（８）財務

・中長期的な財務基盤の安定性
・予算・収支計画の有効性・妥当性
・財務の会計監査の適正な実施
・財務情報公開の体制整備

（５）学生支援

・進路・就職に関する支援体制への整備
・学生相談に関する体制への整備
・学生に対する経済的な支援体制への整備
・学生の健康管理を担う組織体制
・課外活動に対する支援体制の整備
・学生の生活環境への支援
・保護者との適切な連携
・卒業生への支援体制
・社会人のニーズを踏まえた教育環境の整備
・高校等との連携によるキャリア教育・職業教育への取組

大阪府電気工事工業組合
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況
「教育活動等に関する情報公開が適切になされているか」について、適切との自己点検・自己評価結果は妥当であるとの意見が一致
した。建築士のように卒業後に受験の資格は、卒業生への指導も考えなければならない
ホームページにて「自己点検・自己評価報告書」、「学校関係者評価委員会報告書」の情報公開を行い、「学校案内」、「募集要項」につ
いてはホームページでも閲覧できるようにした。学校関係者評価委員会においては公開項目の検討を重ねている。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

宮崎　吉雄 トナミ電工㈱
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

増南　正 （有）スタジオ・マックス
令和6年4月1日～
　令和7年3月31日（1年）

宮崎　雄次

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営
・個人情報保護の対策
・自己評価の実施と問題点の改善
・自己評価結果の公開

（１０）社会貢献・地域貢献
・学校の教育資源・施設を活用した社会貢献・地域貢献
・学生ボランティア活動への奨励・支援
・地域に対する公開講座・教育訓練受託等の実施

（１１）国際交流

・留学生の受入れ・派遣についての戦略
・留学生の受入れ・派遣・在籍管理等手続きの適正な実施
・留学生の学修・生活指導等についての体制整備
・学習成果の国内外での評価への取組

（９）法令等の遵守



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.nrj.ac.jp
公表時期： 令和６年４月下旬

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案内等）

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果をふまえた改善方策

（１０）国際連携の状況 ・留学生の受入れ、派遣状況

（５）様々な教育活動・教育環境 ・学校行事への取組状況

（６）学生の生活支援 ・学生支援への取組状況

（７）学生納付金・修学支援 ・学生納付金の取扱（金額、納入時期等）

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受入れ方針、収容定員数
・カリキュラム（科目編成、時間割、授業方法及び内容、年間授業計画）
・取得を目指す資格、合格を目指す検定等
・卒業後の進路(主な就職先、主な進学先)

（３）教職員 ・教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
・キャリア教育への取組状況
・実習・実技等の取組状況
・就職支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
情報公開を推進し企業に対する説明責任を重視する。開かれた学校を目指し、そのため、教育・組織・運営・人事・財務な
ど学校の諸活動全般に関する情報を社会・企業に対し積極的に提供している。
学校案内・ホームページに掲載している以外の内容が企業より要求された場合にはそれに応じる。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画、経営方針、特色
・校長名、所在地、連絡先等
・学校の沿革、歴史

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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